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 県民の生活と健康を支えるため、 
 緊密な連携をもとに次のことを心がけます。 
 
１ 信頼される検査結果及び研究成果の提供 
２ 高い倫理観を持ち、知識、科学技術の修得育成 
３ 地域社会へ、わかりやすい保健情報の迅速な提供 
４ 公衆衛生向上のための医療、福祉との密なる連携 
５ 新たな創造へ、和をもって意欲的にたゆまぬ努力 
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 理化学部 大河原龍馬研究員による「呈色反応によるツキヨタケの鑑別法と調理品への適用」が

第54回全国衛生化学協議会年会にて優秀発表賞を受賞しました。 
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論文査読（Review）という仕事 

 Yamagata, Japanからの情報発信（衛研ニュース

No180）の記事の中で、山形県民の皆さまのご支援の

もと、英語で情報を発信する（論文を書く）ことに

努めてきたことをお伝えしました。論文として掲載

するに値するか否かは、編集者（Editor）と査読者

（Reviewer）がその内容について判断します。投稿

した内容がそのまま掲載されることは、ほとんどあ

りません（私の経験では約30回のうち1回だけです）。

多くの場合、編集者と査読者の指摘事項について改

善し、要求を満たせば晴れて掲載という流れになり

ます。 

 私が当所に赴任して、初めて英語の論文を投稿し

たのは、2001年でした。当時はまだインターネット

による電子投稿は普及しておらず、国際郵便で送り

ました。なかなか返事がなかったので、催促の上、

ファックスのやりとりをするなどして、やっと2003

年に論文として世に出すことができました。 

 2004年にはインフルエンザB型に関する論文をイギ

リスの雑誌に投稿しました。今でも手元に大切に保

管してありますが、査読結果に加えて、赤ペンで英

語の添削までして送り返して下さいました。ここま

で手をかけていただき、大英帝国は本当にすごい！

と思ったものです。 

 気を良くしてすぐにエンテロウイルスA71型の論文

をイギリスの同じ雑誌に投稿しました。しかし、残

念ながら掲載拒否となりました。それでも、査読者

が、どこが悪いのか、どのようにすればよくなるの

かを丁寧に指摘して下さり、修正してアメリカの 
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雑誌に投稿したところ、より高いレベルの雑誌に掲

載されることになりました。査読者には感謝の言葉

もありませんでした。 

 こうして論文を投稿しているうちに、私に論文の

査読をして下さいという電子メールが入るようにな

りました。まさか自分が査読をするということは想

像だにしていませんでした。ただ、自分で投稿して

いても、査読者が決まらずに半年以上音沙汰なしと

いうこともあったので、誰かが査読をしない限り論

文は生まれないという思いはありました。しだいに、

たいしたコメントが書けなくても、自分で読めそう

な論文の査読を引き受けることで、世の中の進歩に

若干なりとも貢献できるのではないかと考えるよう

になりました。 

 査読の依頼は、2014年頃から増え、2016年末まで

に50本を越えました（図1）。もちろん私がお引き受

けできるのはウイルスの疫学関連のものがほとんど

です。鼻咽頭拭い液中のウイルスを幅広く扱ってい

るためか、対象ウイルスはいろいろですが、エンテ

ロウイルスA71型、パレコウイルス（特に3型と筋痛

症関連）、パラインフルエンザウイルス、サフォー

ドウイルスなどは、研究者数が少ない分野であり、

依頼される機会が多いのではないかと考えています

（図2）。雑誌としては国立感染症研究所・日本ウイ

ルス学会等・日本小児科学会の日本をベースにした3

誌 （ Jpn J Infect Dis / Microbiol Immunol / 

Pediatr Int）が大多数を占めますが、名前を聞いた

ことが無い雑誌もあります（表１）。査読論文の中 
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には、図表が欠落していたり、文章と図表があって

いなかったり、考察が無かったり、滅茶苦茶の論文

もあり、そういう時はがっくりします（雑誌Virus 

Resの編集者も、質が低い論文の投稿は、査読者のボ

ランティア精神を踏みにじる行為であり許せないと

憤慨していました）。私としては、自分ならどう書

くか、を考えながらコメントを書くように努めてい

ます。 

 いつまでできるかはわかりませんが、もうしばら

く投稿者であり、査読者であり続けられたらと思っ

ているところです。  

              （所長 水田克巳） 
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Pediatr.
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インフルエンザが流行する季節です！ 

衛生研究所では細菌やウイルスなどによる感染症に

ついて、その流行状況を把握するための情報収集を

行うとともに医療機関で採取された患者さんの検体

の検査を行い、感染症の原因となる病原体の解析を

行っています。 

今回は毎年冬季に流行するインフルエンザについて、

当所で実施している業務および過去5シーズンの流行

状況について紹介します。 

１．流行状況の調査【山形県感染症発生動向調査】 

山形県では、感染症の発生状況を把握するため、県

内の指定医療機関（定点）の御協力をいただきなが

ら「山形県感染症発生動向調査」を行っています。

この調査において、インフルエンザは48の定点医療

機関から毎週患者数の報告を受けており、定点の平

均患者数が1.0人を超えるとインフルエンザの流行期

であると判断しています。また、平均患者数が10人

を超えると注意報、30人を超えると警報を発令し、

プレスリリース等により注意喚起しています。 

２．インフルエンザウイルスの検査 

衛生研究所では、医療機関から提供される患者さん

の検体（咽頭拭い液や鼻汁）を用いてインフルエン

ザウイルスの検査を行っています。検査は主に①リ

アルタイムRT-PCR法によるウイルス遺伝子の検出、

②細胞培養法によるウイルスの分離、です。 

①のリアルタイムRT-PCR法は特殊な試薬および機器

を用いてウイルス遺伝子を人工的に増幅・検出する

方法で、迅速・高感度にインフルエンザウイルスを

A(H1N1)pdm09、A(H3N2)、B（山形系統）、B（ビクト

リア系統）の4種に型別することが可能です。また、

これまで県内では確認されていませんが、国内の家

禽や野鳥での感染が多数報告されている高病原性鳥

インフルエンザA(H5N6)や、中国において患者が多発 
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しているA(H7N9)についても、感染が疑われる患者さ

んが発生した場合は対応可能です。②の細胞培養法 

では、MDCK細胞というイヌの腎臓由来の細胞を使用

して、ウイルスを増殖させます。分離されたウイル

スについては、さらに抗原性や薬剤耐性など詳細な

解析を実施しています。 

３．山形県内における過去5シーズンのインフルエン

ザ流行状況 

過去5シーズンの県内のインフルエンザ流行状況を下

図に示しました。棒グラフは当所におけるインフル

エンザウイルス検出数、また、折れ線グラフは山形

県感染症発生動向調査におけるインフルエンザ患者

報告数です。 

インフルエンザは、例年11～12月に患者が出始め、1

～2月に流行のピーク、4～5月頃にほぼ終息する傾向

にあります。流行の主流となるウイルス型は年によ

り異なり、2012-2013、2014-2015、2016-2017の3

シーズンはA(H3N2)が多く、シーズン後半にB型が増

加しました。また、2013-2014、2015-2016シーズン

は複数の型が同時に流行している状況が確認されま

した。なお、これまでインフルエンザのワクチンは3

価（A型2価＋B型の山形系統またはビクトリア系統の

どちらか）でしたが、近年の流行ではB型も2系統が

混在していることから、2015-2016シーズンから4価

ワクチン（A型2価＋B型2価）となっています。 

 今年もインフルエンザの流行が始まる時期となり

ました。皆様も早めのワクチン接種、手洗いの励行、

マスクの着用などインフルエンザ予防対策の確認を

お願いします。また、県内におけるインフルエンザ

ウイルス検出状況は今後も当所ホームページで情報

提供していきますので、ぜひご活用ください。 

            （微生物部 池田辰也） 

              



  表紙でもお伝えしたとおり、11月21日、22日に奈良

市で開催されました第54回全国衛生化学技術協議会年

会の一般発表食品部門において、当所の大河原龍馬研

究員の発表が優秀発表賞を受賞しました。当所職員の

受賞は、昨年度に続いて2年連続の快挙です。  

 全国衛生化学技術協議会とは、全国の衛生試験研究

機関により構成されている組織です。年1回行われる

年会は、最新の試験・研究成果についての研究発表を

行い、意見・情報交換をする貴重な場です。 

 全国の衛生試験研究機関から集まった研究成果は、

食品部門、環境・家庭用品部門及び薬事部門の3部門

に分かれて発表を行います。ここで発表される研究成

果はいずれも我が国の衛生行政の中で先進的かつ重要

なものです。数多くの優秀な演題が発表される中、大

河原研究員の発表は、多くの参加者の注目を集めまし

た。 

 食品部門の発表は77題あり、優秀発表賞を受賞した

のは、わずか4題でしたが、そのうちの1題に選ばれま

した。 
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  大河原研究員が発表した演題は「呈色反応によ

るツキヨタケの鑑別法と調理品への適用」です。

これは、全国のキノコによる自然毒食中毒の中で、

最も発生件数が多いツキヨタケの食中毒を未然に

防止するため、採取現場でもできる簡易・迅速・

安全・安価な鑑別法の開発を目的とした研究です。

今回発表した鑑別法により、有毒キノコのツキヨ

タケと、食用キノコのムキタケ、ヒラタケ、シイ

タケを区別することが可能です。実用化に向けて、

更に研究を重ねていきたいと考えております。 

 今回の優秀発表賞受賞は、当所で取り組んでき

た研究が、健康危機管理において有意義なものと

評価された結果であるといえます。 

 この受賞を励みに、県民の皆さんの食の安全・

安心を守るため、今後も研究を進めていこうと思

います。 

           （理化学部 長岡由香） 
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表彰式の様子 
（右側が大河原研究員） 

発表会場にて 

全国衛生化学技術協議会年会において大河原龍馬研究員が優秀発表賞を受賞！ 


